
小５ 算数「円と正多角形」      組  番 氏名          

１ 円を使って、正八角形をかきましょう。また、どのようにかいたか説明しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２    にあてはまる言葉を書きましょう。 

 

（１）正六角形は、６つの         がすべて等しく、６つの         

 

もすべて等しい          である 

 

（２）円周＝      × 

 

３ 次の長さを求めましょう。 

（１）半径８ｃｍの円の周 

（式）                           答え      ㎝ 

（２）円周が３７.６８ｃｍの円の直径 

（式）                           答え      ㎝ 

（３）Aは直径１０ｍ、Bは直径７ｍ、Cは直径３ｍの 

それぞれ半円です。 

   Aの半円の周りの長さと Bと Cの半円の      A 

周りの長さを合わせた長さをそれぞれ求め        B 

ましょう。気づいたことを書きましょう。         

 （式）                                  C 

                    

答え A      ㎝ Bと C      ㎝  

（気づいたこと） 

 

 

（説明） 

・ 



小５ 算数「円と正多角形」 解答・解説  

１ 円を使って、正八角形をかきましょう。また、どのようにかいたか説明しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２    にあてはまる言葉を書きましょう。 

 

（１）正六角形は、６つの   辺の長さ  がすべて等しく、６つの  角の大きさ 

 

もすべて等しい    六角形    である 

 

（２）円周＝   直径   ×  円周率 

 

３ 次の長さを求めましょう。 

（１）半径８ｃｍの円の周 

（式） ８×２×３.１４＝５０.２４           答え  ５０.２４ ㎝ 

（２）円周が３７.６８ｍの円の直径 

（式） ３７.６８÷３.１４＝１２            答え   １２  ㎝ 

（３）Aは直径１０ｍ、Bは直径７ｍ、Cは直径３ｍの 

それぞれ半円です。 

   Aの半円の周りの長さと Bと Cの半円の      A 

周りの長さを合わせた長さをそれぞれ求め        B 

ましょう。気づいたことを書きましょう。         

 （式）A   １０×３.１４＝３１.４                    C 

    B＋C ７×３.１４＋３×３.１４＝３１.４ 

  答え A ３１.４㎝  Bと C ３１.４㎝ 

 （気づいたこと） 

  A の周の長さと B と C の周の長さの長さは等しい。図だけを見ただけでは、すぐには

等しいことはわからないが、式を見るとわかる。 

７×３.１４＋３×３.１４＝（７＋３）×３.１４＝１０×３.１４＝３１.４ 

（説明） 

正八角形は、円の中心のまわりを８

等分して、４５°になるように半径を

順にかき、そのはしの点を直線でつな

いでかくことができます。 

・ 


